
平成 23 年 3 月 10 日 

 

報道関係者各位 

くすりの適正使用協議会 

 

くすりの適正使用協議会第 37 回通常総会/第 27 回理事会を開催 

 
 くすりの適正使用協議会（会長：大橋勇郎 以下、協議会）は 3 月 9 日（水）に、「第 37 回通常総

会/第 27 回理事会」を開催し、協議会から提出された議案並びに報告がすべて承認可決されたこと

をお知らせいたします。なお、役員人事は下記のとおり決定されました。 

 

会   長   ○再 大橋勇郎（ノバルティスホールディングジャパン株式会社 特別顧問） 

副会長     ○再 竹中登一（アステラス製薬株式会社 代表取締役会長） 

○再 宮武健次郎（大日本住友製薬株式会社 代表取締役会長） 

○再 禰宜寛治（武田薬品工業株式会社 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｵﾌｨｻｰ 業務統括部長） 

監 事      ○再 松尾正彦（明治製菓株式会社 取締役 専務執行役員 薬品ｶﾝﾊﾟﾆｰﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ) 

           ○再  三輪亮寿（三輪亮寿法律事務所） 

理事長     ○再 海老原 格                                 ＊○再 : 再任 

 

平成 23 年度 事業展開に当たっての方針 
                
医薬品を理解し適正に用いることが、人の健康、生命の維持にとって大切であることを認識し、確実に

行動に移せるよう、一般人（患者さんを含む）には啓発を進めると共に、専門家にはそのサポート役を担

ってもらえるよう働きかける。（詳細は、別添の関連資料をご参照ください。） 

 

本協議会は引き続き、くすりを適正に使用していただくために何を提案できるかを念頭に置き、社会に評

価していただけるような活動を進めていきたいと考えております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件のお問合せ先】  
くすりの適正使用協議会  

広報委員長 梅田賢一    事務局長 松田偉太朗 
  TEL/03-3663-8891 FAX/03-3663-8895 

  E-mail: info@rad-ar.or.jp  URL: http://www.rad-ar.or.jp/ 

RAD-AR 活動をささえる会員 
 

協議会は、「全ての医薬品が宿命的に併せ持つベネフィットとリスクについて、科学的に評価しその実態
を社会に提示し医薬品に対する正しい理解と信頼関係を着実に得ること」を本務とし、研究開発指向の
製薬企業 22 社、個人会員 2 名によって運営されています。 

 
（企業会員） 五十音順 22 社  ＊理事社 
アステラス製薬株式会社＊       アストラゼネカ株式会社    エーザイ株式会社＊      MSD 株式会社 

大塚製薬株式会社         キッセイ薬品工業株式会社 協和発酵キリン株式会社  興和株式会社 

サノフィ･アベンティス株式会社   塩野義製薬株式会社＊    第一三共株式会社＊    大正製薬株式会社 

大日本住友製薬株式会社＊   武田薬品工業株式会社＊   田辺三菱製薬株式会社＊  中外製薬株式会社＊  

日本イーライリリー株式会社    日本新薬株式会社＊      ノバルティス ファーマ株式会社＊   

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社 ファイザー株式会社＊        明治製菓株式会社＊      
 

（個人会員） 五十音順  敬称略 
  大野 善三   三輪 亮寿 

                               
 


